
応用数学 III 小テスト 1,2時限

1．次の微分方程式を標準型に変換せよ．ここで θ(t)は時間 tによって変
化する変数，J，b，m，g，l，KP，KI，θ∗は定数である．(5点)

Jθ̈ + bθ̇ +mgl sin θ = KP (θ
∗ − θ) +KI

∫ t

0
{θ∗ − θ(τ)} dτ

2．以下の行列のコレスキー分解を求めよ．コレスキー分解ができない
場合は，その理由を具体的に記せ（たとえば，行列が正定ではないと書
くだけでは不十分）．(5点×2=10点)

A =


4 −2 6

−2 2 −1

6 −1 14

 , B =


1 2 0

2 5 2

0 2 1



3．次の微分方程式系を標準型に変換せよ．ここで x1(t)と x2(t)は時間
tによって変化する変数，m1，m2，k1，k2は定数である．(5点)

m1ẍ1 + k1x1 + k2(x1 − x2) = 0,

m2ẍ2 + k2(x2 − x1) = 0



応用数学 III 小テスト 3,4時限

1．次の微分方程式系を標準型に変換せよ．ここで r(t)と θ(t)は時間 tに
よって変化する変数，Gは定数である．(5点)

r̈ − rθ̇2 = −G

r2
,

rθ̈ + 2ṙθ̇ = 0

2．以下の行列のコレスキー分解を求めよ．コレスキー分解ができない
場合は，その理由を具体的に記せ（たとえば，行列が正定ではないと書
くだけでは不十分）．(5点×2=10点)

A =


16 4 −4

4 5 −3

−4 −3 3

 , B =


1 −2 0

−2 5 2

0 2 1



3．次の微分方程式を標準型に変換せよ．ここで x(t)，f(t)，xspring(t)，
xdamper(t)は時間 tによって変化する変数，m，k，bは定数である．(5点)

mẍ = f,

x = xspring + xdamper,

f = −kxspring,

f = −bẋdamper

（ヒント 4個の変数のうち，2個を消去する）


